
　

平
成　

年　

月
に
岩
見
沢
駅
舎
が
焼
失

１２

１２

し
て
以
来
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
長
い
間

待
ち
望
ん
で
い
た
「
ま
ち
の
顔
」
と
な
る

施
設
が
間
も
な
く
完
成
し
ま
す
。

　

こ
の
施
設
は
、
有
明
交
流
プ
ラ
ザ
、
線

路
の
南
北
を
結
ぶ
有
明
連
絡
歩
道
、
駐
輪

場
で
、
一
昨
年
完
成
し
た
Ｊ
Ｒ
岩
見
沢
駅

舎
と
一
体
と
な
っ
て
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
施
設
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
や
提
案
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
外
装

に
鉄
道
の
歴
史
や
地
域
文
化
を
象
徴
す
る

レ
ン
ガ
と
古
レ
ー
ル
を
用
い
る
こ
と
で
、

過
去
か
ら
未
来
へ
と
ま
ち
の
記
憶
を
つ
な

ぎ
、
ま
ち
に
活
力
を
呼
び
戻
す
た
め
の
シ

ン
ボ
ル
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
建
設
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
に
あ
る

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
や
パ
ス
ポ
ー
ト

窓
口
を
移
転
す
る
ほ
か
、
観
光
物
産
コ
ー

ナ
ー
や
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
も
設
け
、

文
化
、
教
養
活
動
、
観
光
物
産
、
イ
ベ
ン
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な
ど
の
情
報
を
発
信
す
る
拠
点
と
な
る

施
設
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
線
路
に
よ
り
分
断
さ
れ
て

い
た
地
域
の
皆
さ
ん
の
往
来
が
気
軽
に
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
駅
や
中
心
商
店
街
の

利
用
も
高
ま
り
、
ま
ち
の
活
性
化
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
岩
見
沢
駅
舎
と
有
明
連
絡
歩
道
で

つ
な
が
っ
て
い
る
屋
内
に　

台
、
駅
北
広

７００

場
に　

台
置
く
こ
と
が
で
き
る
駐
輪
場
を

３００

作
り
ま
し
た
。
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建
物
の
完
成
に
よ
り
、
駅
、
駅
前
広
場
、

そ
し
て
今
後
整
備
が
進
め
ら
れ
る
駅
前
通

り
が
一
体
と
な
っ
た
市
の
シ
ン
ボ
ル
ゾ
ー

ン
に
な
り
、
昨
年　

月
に
国
の
認
定
を
受

１１

け
た
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の
も

と
、
中
心
市
街
地
に
に
ぎ
わ
い
を
つ
く
り

だ
す
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

ま
ち
の
顔
と
し
て
の
有
明
交
流
プ
ラ
ザ

と
Ｊ
Ｒ
岩
見
沢
駅
舎
、
有
明
連
絡
歩
道
、

駐
輪
場
は
、
通
学
や
通
勤
で
駅
を
利
用
す

る
方
だ
け
で
な
く
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん

が
交
流
で
き
る
場
所
と
な
っ
て
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

皆
さ
ん
、
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま

で
も
う
少
し
だ
け
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
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次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
有
明
交
流
プ
ラ

ザ
、
有
明
連
絡
歩
道
、
駐
輪
場
を
紹
介

し
ま
す
。

問
合
先　

市
複
合
駅
舎
開
設
室
、
都
市

整
備
課
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明るく、広々したホールからは、
駅前広場を一望できます。

特産品、名産品の展示や販売を
行います。

����������������

絵画や陶芸な
どの作品を展
示できます。

情報公開コーナーでは、
市民生活に関わりの深
い情報なども自由に閲
覧することができます。
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駅の南北を結ぶ長さ１００ｍの連絡歩道は、自転車を押しても通
行できるので、市民の皆さんが安全で快適に利用できます。
さあ、工事も急ピッチ。

階段を広くし、エレベー
ターも設置。屋外の駐輪
場には、無料で３００台の
自転車を置けます。
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施設内はまだ工事中ですが、１階から３階
まで全部で７００台の自転車を置くことがで
きます。

予定している利用料金

学　生一　般

３,３００円５,０００円
 ４月 １日から
１１月３０日まで
のシーズン利用

１,６００円
１２月１日から翌
年の３月３１日ま
での冬期間保管

※冬期間の保管料金は、シーズン中の
　利用申込と同時に申請した場合は、
　８００円になります。

自動で動くスロープ
のイメージ

駐輪場の３階とＪＲ岩見沢駅舎
の２階がつながっています。

４月１日から１１月３０日までのシーズン期間中の出し入れは午前６時から午後１０
時まで、それ以外の時間は出し入れすることができません。また、防犯カメラや
階段に自動で動くスロープを設置しているので、安全で快適に自転車を置くこと
ができます。


